職種：経理・資金財務・経営管理分析　　職務：経営管理分析 （FP＆A）
【概要】
企業の経営目標を理解した上で、 業務管理や財務分析を行い、 企業のビジネス戦略をサポートする仕事を行なう。ただし、「経理」・「資金財務」（トレジャリー）の仕事は含まない。
【仕事の内容】
経営管理分析の仕事は、 業種や企業規模によって様々ですが、 一般的にファイナンシャルアナリスト、 ビジネスアナリスト等が含まれる。 経営と事業に非常に近い立場であり、職務内容と責任分野は会社によって様々である。
①月次業績管理、原価管理、経費管理に関する仕事

経理部門や資金財務部門と連携し、 累積、 月次決算のプロセスのサポートや業務成績の情報提供を行う仕事。 コスト比較という観点より調達プロセスの支援や原価計算を査定・改善し、 製品原価計算の作成と改訂を行う仕事。

②中長期計画管理、業績予測、予算管理に関する仕事

経理部門、 資金財務部門と連携して経営予測、 年間予算、 および経営計画の作成のサポートを行う仕事。業績予測、予算管理プロセスにおいて、収益、コスト、および生産性に関して、 月ベースで実績対予測・予算分析を行う仕事。

③ 業務プロセスの要件定義や財務分析を通じた意思決定支援に関する仕事

各事業のKPIデザイン、ダッシュボード管理、そのために必要な業務プロセスの要件

定義を行う仕事。全社・事業別・国別等の財務分析を通じた経営戦略の意思決定支援（KPI、

P&L、B/S、CashFlow等の観点から）
【求められる経験・能力】

（１）経営管理分析の仕事に就くに当たって特定の学歴は問わないことが多いが、大学・大学院または専門学校・商業高校等で会計及び財務管理に関する専門知識を学んでおくことが望ましい。 また、 中途採用の場合は、 会計の知識と月次会計の経験は必要である。
（２）高度で的確な分析を行うには、会社の事業、新たな課題、業界の状況について常に学ぶ必要があるため、好奇心と向学心が求められる。また、基本プログラムを理解した上で、事業に影響を与えた事象の側面を、 あらゆる視点から数値化することも求められる。
（３）具体的なプロジェクトを通じて、 その中でプロジェクトが会社に与える付加価値について説明する能力も求められる。 また、 社内外関係者と協調・共同しながら課題を解決していくため、対人関係のスキルも重要である。

【関連する資格・検定等】
・ビジネス・キャリア検定試験（財務管理１級～３級）〔中央職業能力開発協会〕
・経理・財務スキル検定［日本CFO協会FASS運営委員会］

・電子会計実務検定（1級～3級）［日本商工会議所］

・中小企業診断士〔中小企業診断協会〕

・USCPA（米国公認会計士）　　　　　　　　　　　　　　　　　など
【厚生労働省職業分類（小分類）との対応】
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